
茅ヶ崎市民文化会館、茅ヶ崎市美術館及び茅ヶ崎市茶室・書院 

指定管理者の候補者の評価について 

 

１  施設の概要 

名   称  茅ヶ崎市民文化会館  茅ヶ崎市美術館  松籟庵  

所 在 地 茅ヶ 崎市茅ヶ 崎一丁

目１１番１号  

茅 ヶ 崎 市 東 海 岸 北

一丁目４番４５号  

茅 ヶ 崎 市 東 海 岸 北

一丁目４番５０号  

開設年月 昭和５５年１０月  平成１０年４月  平成３年１１月  

建物構造  鉄筋 コンクリ ート造

一部 鉄骨鉄筋 コンク

リート造地上４階建  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 地 上 ２ 階 地 下 １

階建  

木造平家建  

敷地面積  ９，６９１．６３㎡  ３，９５６．０６㎡  ２，０１７㎡  

延床面積  １０，６６７．３６㎡  １，４９９．６７㎡  １２５．５７５㎡  

施設内容  大ホール、小ホール、

展示室、練習室、会議

室、 飲食店、 事務室  

など  

展示室、図書コーナ

ー、アトリエ、収蔵

庫、事務室、飲食店、

駐車場、駐輪場など  

茶室（４．５畳）、

書院（８畳・８畳）、

水屋、日本庭園  

 

２  申請団体   公益財団法人茅ヶ崎市文化・スポーツ振興財団（非公募） 

 

３  非公募の理由  本市では、「茅ヶ崎市実施計画２０２５」において、次世

代を担う子どもたちの豊かな創造性や感受性を育むため、文

化芸術を取り入れた教育の充実を図ることとしています。さ

らに、令和６年度からの次期「茅ヶ崎市文化生涯学習プラン」

では、基本目標の１つとして「誰もが文化芸術の鑑賞等がで

きる環境の充実」を掲げています。 

 これらの取組を推進するためには、地域で活動する市民団

体や芸術家等との信頼関係を構築し、連携を図るとともに、

本市の文化芸術をけん引している公益財団法人茅ヶ崎市文

化・スポーツ振興財団が指定管理者となることが効果的であ

ることから、「外郭団体見直し基本方針」に定める「市の施

策推進の観点から非公募とすることに合理的な理由がある」

に該当するため、「非公募」として選定を行いました。 



４ 茅ヶ崎市指定管理者選定等委員会 

(1) 日時 

 令和５年１２月２７日（水）８時３０分から１３時００分まで 

(2) 場所 

 市役所本庁舎４階 会議室１ 

(3) 出席委員 

 藏田委員長、山本副委員長、小山委員、山田委員、野田臨時委員 

(4) 申請団体の評価 

ア 評価方法 

申請者から提出された申請書類及び茅ヶ崎市指定管理者選定等委員会

での管理運営についての説明に基づき、委員よりご意見を頂き、次期指定

管理期間において重点的に取り組むべき事項等を明らかにしました。 

イ 評価結果 

公益財団法人茅ヶ崎市文化・スポーツ振興財団の評価結果について、主

な意見は次のとおりです。 

１ 評価できる点 

【明確な管理運営理念に基づく管理運営】 

・管理運営の理念として、「誰もが文化芸術に参加し、創造できる環境」

の重要性を述べており、明確な理念に基づく管理運営が期待できる。 

【実績に基づく着実な運営】 

・これまでの豊かな実績や経験に基づき、市との十分な協議・連携を踏ま

えた安定的・継続的な業務の実施や、市の施策の推進につながる事業展

開が期待できる。 

【管理運営に係る計画・規程類の整備】 

・事業計画や危機管理対策が練られており、就業規程・給与規程等が適切

に整備されている。 

 

２ 改善を要する点 

【施設の意義を高める取組の実施】 

・安定的な事業運営はもとより、これからの各施設の意義をいかに見出

し表現していくかを検討し、さらなる工夫を凝らし、より一層事業を

充実させていただきたい。 



【ターゲットを絞った重点的な取組の実施】 

・市民意識調査において、文化芸術に関する満足度や重要度が低い層につ

いて、市と連携してその要因を分析し、ターゲットを意識した取組を行

っていただきたい。あわせて、各施設の目標に対し明確なビジョンを持

って事業を計画していただきたい。 

【ＤＸ・連携強化】 

・多様化する市民ニーズに対応するため、ＤＸの推進等により事務を効率

化するほか、他の施設や事業等と連携し、その可視化を行っていただき

たい。 

【財務・経理マネジメントの強化】 

・本部経費の計上基準や指定管理料の根拠等を明確にし、適切な財務・経

理マネジメントを行うとともに、自主事業の収支改善に向けた計画・具

体策を明確にし、達成に向けて取り組んでいただきたい。 

 


